


























































































































































neither 23 5 28
SatisfactoDissatisfiedne ther
necessa 163 62 30
Unnecessa 3 14 3













































claSS ％ claSS ％
basketbalI36 15．1skiing 59 24．7
soccer 43 18．0snowboardin 40 16．7
tennis 33 13．8windsur6nin 1 0．4
volle　ball 14 5．9sur6nin 8 3．3
handball 2 0．8cam　in 23 9．6
table　tenn20 8．4scuba　divin 17 7．1
softba‖ 10 4．2 　　　　　●モ≠獅盾?撃 2 0．8
olf 17 7．1 swimmin　ool） 19 7．9
badminto 31 13．0SWImmin　sea） 20 8．4
traininn 33 13．8sailh 0 0．0
mountain　climbin8 3．3
cclin 31 13．0
arche 11 4．6
　生涯を通じて行いたい種目は，授業で取り上げてほしい種目で上位にあげられた種目と
ほぼ一致している．ということは，現在開講している種目は，学生が生涯を通じて行ってい
きたいと考えている種目を授業として取り上げているということである．こういった点も
授業内容に対して満足度が高く，体育実技が大学において必要のある授業と認識している
要因になっていると考えられる．
　教師は，学生が現在体育実技で自分の選択している運動の技能を一層向上させ，その運動
の持っている特性により深く触れさせることによって，運動の継続的な実践を促すように
しなければならない．つまり，学生に対して体育授業時に各種目の目的を明確に提示し，理
解を深めさせ，学生が興味・関心を持っ事のできるような授業の進め方をするようしなけれ
ばならない．
4．まとめ
　本研究は，体育授業の必要性を規定する要因をについて「大学の授業として体育実技は必
要と思いますか」という項目を従属変数として取り上げ，満足感，価値，スポーツ欲求等との
関連から，学生が体育実技へどのようなの意識・態度を有しているのかを明らかにすること
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を目的として検討を進めてきた．
　その結果，以下のようなことが提示された．
　1．体育実技は，大学において必要性の高い授業であると学生は認識している．
　2．体育実技は，体を動かすことの楽しさ，技術の獲得，運動不足の解消という身体的側面
　　ばかりでなく，ストレスの解消という精神的側面においても学生にとって機能してい
　　ることが明らかになった．
　3．体育実技はその授業内容が学生にとって満足感を得ることのできる授業であった，
　　その結果として，学生は，体育実技が選択の授業であっても履修する，また2年時，3
　　年時，4年時に開講されていたら履修するという意識を有している．
　4．現在開講している種目については，学生の希望とほぼ一致しており，また，これら種目
　　は，生涯を通じて行いたいと思う種目でもある．このような授業内容を構成したこと
　　が，大学の体育授業に対して学生が満足感や必要性を認識した点であるといえる．
　　学外実技に関しては，予算，指導者等の面から学生が希望する種目を開講できないも
　　のもある．しかし，最近の学生のスポーツに対するニーズの多様化を考えると，大学の
　　体育授業においてもそのニーズに対応できるような体制を確立し，開講することがで
　　きるようにしていかなければならないと考える．
　以上のように学生が体育実技の授業を支持している状況をふまえ，本学における保健体
育科目の質的向上をさらに図る必要があると考える．そのためには，体育授業を運営してい
くうえで，可能な限りソフト，ハードの両面をより一層充実し，本学独自のより望ましい保
健体育科目を構築していきたい．
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